
 

 

 
 

 

   

○ 交通安全県民運動や交通安全教育を推進し、県民の交通安全意識を一層高めるとと
もに、交通環境の整備や交通指導取締りにより、県民を交通事故から守ります。 

 
 

○ 県内の交通事故は、近年、発生件数・死傷者数とも減少傾向となっています。特に、
平成 19 年の死者数は、昭和 33 年以降では最少となりました。今後この減少傾向を
定着させていく必要があります。 

○ 死亡事故の特徴としては、「高齢者」や「夜間・国道」の割合が高くなっています。
特に本県では、運転免許の所有者に対して高齢者が占める割合は、全国一であり、
毎年、多くの高齢者が交通事故の犠牲になっています。 

○ 交通事故の多くは、前方不注視や安全不確認など基本的ルールの欠如により発生し
ています。このため、交通事故防止を自動車運転者や自転車利用者を含め、県民一
人ひとりが自らの問題として考え、交通ルールとマナーを守り、安全な行動がとれ
るよう、交通安全意識を高めていくことが大切です。 

○ 道路利用者すべての安全・安心を確保するため、道路の整備や改良とともに「人優
先の道づくり」の視点に立ち、ユニバーサルデザインの考え方に基づく、歩行空間
の整備など、交通環境の整備が求められています。 

 
 

○ 県民の交通安全意識を高めるため、自動車運転者や自転車利用者を含め、県民総ぐ
るみの交通安全県民運動を推進するとともに、関係機関・団体と協働して交通安全
対策を推進します。 

○ 増加傾向にある高齢者の交通事故を防止するため、戸別訪問指導など効果的な交通
安全教育を推進するとともに、シルバーリーダーの養成などにより、高齢者の交通
安全対策を強化します。 

○ 夕暮れ時から夜間の事故多発時間帯や国道９号等事故多発路線において、交通事故
に直結する悪質・危険性の高い飲酒運転、最高速度違反、信号無視等交差点関連違
反の取締りを強化します。 

○ 安全快適な歩行のために、「あんしん歩行エリア」や「事故危険箇所」を重点として、
歩道や自転車道の新設、歩車分離式信号機の導入、見やすく分かりやすい標識・標
示の整備など、道路交通環境を整備します。 
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①交通事故年間死者数 42 人 40 人以下 

②交通事故年間死傷者数 3,131 人 2,800 人以下 

③歩道の整備率 71％ 

 

79％ 

政策Ⅱ－１ 安全対策の推進（P -86-） 
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①② 国を挙げて交通事故死者数の減少を目指しており、平成 24年までに交通事故死者数 5,000 人以
下とする政府目標に対応し、県内では、平成 24年までに死者数 37 人以下を達成する必要があるこ
と及び第８次島根県交通安全計画を基にして、それぞれの目標値を設定しました。数値は暦年（１
月～12 月）です。 
③ 県管理道路のうち、歩道が必要な区間 1,340 ㎞に対する整備率です。 
 

 

 
事 業 名 概   要 

◇ 交通安全計画策定事業 
〔担当課〕交通対策課 

○ 交通安全施策を着実に推進していくために、
交通安全対策基本法に基づき、総合的かつ長
期的な交通安全計画を定めます。 

◇ 交通安全推進事業 
〔担当課〕交通対策課 

○ 交通事故防止に向けて県民一人ひとりの交
通安全意識を高め、交通ルールの遵守と交通
マナーの向上を推進します。 

◇ 安全な歩行・走行のための道路
整備事業 

〔担当課〕道路維持課 

○ 安全に歩行・走行できるように歩道・自転車
道の新設、既設歩道の段差解消を実施しま
す。 

◇ 交通安全啓発事業 
〔担当課〕警察本部交通部 

○ 交通安全思想の普及・浸透を図るため、ホー
ムページやテレビ・ラジオ等あらゆる媒体を
活用し、交通事故の実態や事故防止のポイン
トを分かりやすく解説するなど、効果的な広
報啓発活動を推進します。 

◇ 交通安全教育事業 
〔担当課〕警察本部交通部 

○ 県民の交通安全意識と交通マナーの向上を
図るため、幼児から高齢者まで、対象に応じ
た交通安全教育を推進します。特に、高齢者
による事故を防止するため、個別訪問指導等
高齢者の交通安全教育を強化します。 

◇ 運転者対策事業 
〔担当課〕警察本部交通部 

○ 飲酒運転等交通事故に直結する違反の取締
り強化や行政処分の早期執行等によって悪
質・危険運転者対策を推進するとともに、更
新時講習や処分者講習等の内容を充実させ、
優良運転者を育成します。 

◇ 交通管制システム整備事業 
〔担当課〕警察本部交通部 

○ 渋滞の軽減等交通の円滑と快適性の向上を
図るため、キーインフラである光ビーコンの
整備や交通情報提供の充実・高度化など、交
通管制システムの整備を促進します。 

◇ 交通安全施設整備事業 
〔担当課〕警察本部交通部 

○ 交通事故の防止と交通の円滑を図り、快適な
交通環境を実現するため、交通信号機のバリ
アフリー対策や機能の高度化、見やすく分か
りやすい交通規制標識・標示の整備など、交
通安全施設の整備を促進します。 
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